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自
然
科
学
研
究
所
（
所
長

∥
吉
田
治
弘
法
学
部
教
授
）

の
公
開
講
演
会
「
南
極
―
地

球
観
測
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

―
」
（
多
摩
区
・
３
大
学
連

携
協
議
会
後
援
）
が
７
月
２６

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

か
れ
、
佐
藤
暢
所
員
（
経
営

学
部
准
教
授
∥
地
質
学
）
と

国
立
極
地
研
究
所
地
圏
研
究

グ
ル
ー
プ
准
教
授
で
第
５６
次

南
極
地
域
観
測
隊
副
隊
長

（
兼
越
冬
隊
長
）
の
三
浦
英

樹
氏
が
、
南
極
を
研
究
す
る

意
義
を
語
っ
た
∥
１
面
に
写

真
。佐

藤
准
教
授
は
南
極
大
陸

の
成
立
を
解
説
。
南
半
球
の

超
大
陸
「
ゴ
ン
ド
ワ
ナ
」
が

１
億
５
０
０
０
万
年
ご
ろ
か

ら
分
裂
を
は
じ
め
、
南
米
、

ア
フ
リ
カ
、イ
ン
ド
、豪
州
の

各
大
陸
が
順
次
北
上
し
て
南

極
大
陸
が
孤
立
す
る
ま
で
を

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
紹
介

し
、参
加
者
を
嘆
息
さ
せ
た
。

佐
藤
准
教
授
が
観
測
す
る

の
は
、
猛
烈
な
暴
風
雨
と
高

波
が
襲
う
南
緯
４０
～
６０
度
の

「
南
極
環
流
」の
た
だ
中
。
南

極
大
陸
が
海
に
囲
ま
れ
て
以

降
、
赤
道
付
近
か
ら
南
下
す

る
暖
流
を
阻
み
、
氷
河
を
形

成
す
る
も
と
に
な
っ
た
海
流

で
、
海
底
に
は
氷
河
が
削
っ

た
南
極
大
陸
の
石
が
沈
む
。

佐
藤
准
教
授
は
「
南
極
と

豪
州
大
陸
が
９
０
０
０
万
年

前
に
分
裂
し
て
い
な
け
れ

ば
、
地
球
環
境
は
今
と
は
全

く
違
っ
て
い
た
。
２０
～
３０
億

年
に
わ
た
っ
て
一
つ
の
地
塊

だ
っ
た
の
に
な
ぜ
分
裂
し
た

の
か
突
き
と
め
た
い
」
と
語

っ
た
。

南
極
観
測
隊
に
過
去
６
回

参
加
し
て
い
る
三
浦
氏
は
地

理
学
が
専
門
。
１１
月
下
旬
の

第
５６
次
隊
出
発
を
前
に
「
南

極
か
ら
考
え
る
地
球
環
境
」

と
題
し
、
日
本
の
南
極
観
測

の
概
要
や
実
際
の
調
査
に
つ

い
て
報
告
し
た
。

巨
大
な
氷
床
が
融
解
す
る

と
、
海
水
面
の
上
昇
や
海
洋

熱
塩
循
環
の
変
動
で
地
球
規

模
の
環
境
変
化
が
起
こ
る
。

三
浦
氏
は
、
南
極
氷
床
の
過

去
の
変
動
の
調
査
が
将
来
の

地
球
温
暖
化
の
影
響
予
測
に

つ
な
が
る
と
説
明
。
昭
和
基

地
に
近
い
露
岩
地
帯
で
、
土

木
工
事
さ
な
が
ら
に
電
気
ド

リ
ル
で
永
久
凍
土
を
掘
削
す

る
調
査
の
様
子
を
動
画
で
紹

介
し
、
「
地
道
な
観
測
を
続

け
た
い
」
と
結
ん
だ
。

約
１
６
０
人
の
参
加
者
は

年
齢
も
さ
ま
ざ
ま
。
夏
休
み

中
の
木
村
遼
也
く
ん
（
小
学

３
年
）
は
「
南
極
点
に
穴
を

掘
っ
た
ら
ど
う
な
り
ま
す

か
」
と
元
気
に
質
問
。
「
２

億
年
の
陸
地
の
変
化
が
面
白

か
っ
た
」と
笑
顔
を
見
せ
た
。

人
文
科
学
研
究
所
（
所
長

∥
伊
吹
克
己
文
学
部
教
授
）

の
公
開
講
演
会
が
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、
６
月
２７
日
と
７

月
２６
日
に
開
催
さ
れ
、
合
わ

せ
て
約
１
６
０
人
が
来
場
。

映
画
や
音
楽
を
流
し
な
が
ら

作
品
の
背
景
や
解
説
を
し

た
。

【
第
１
回
公
開
講
演
会
】

荒
こ
の
み
非
常
勤
講
師

（
東
京
外
国
語
大
学
名
誉
教

授
）
と
佐
久
間
由
梨
経
営
学

部
講
師
が
講
師
を
務
め
、
２０

世
紀
前
半
の
ア
メ
リ
カ
文
学

が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

荒
氏
は
映
画
『
風
と
共
に

去
り
ぬ
』
の
原
作
（
１
９
３

６
年
出
版
）
を
題
材
に
、
南

北
戦
争
（
１
８
６
１
～
６５
）

前
後
の
ア
メ
リ
カ
社
会
の
変

化
を
解
説
し
た
。

佐
久
間
講
師
は
１
９
２
７

年
に
発
生
し
た
ミ
シ
シ
ッ
ピ

川
大
洪
水
の
際
に
生
ま
れ
た

黒
人
音
楽
や
詩
を
紹
介
。
当

時
流
行
し
た
ベ
ッ
シ
ー
・
ス

ミ
ス
の
『
渦
巻
く
洪
水
の
ブ

ル
ー
ス
』
な
ど
、
ブ
ル
ー
ス

の
曲
を
会
場
に
流
し
な
が
ら

講
演
し
た
。

【
第
２
回
公
開
講
演
会
】

米
村
み
ゆ
き
文
学
部
准
教

授
と
、
キ
ム
・
ジ
ュ
ニ
ア
ン

氏
（
日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

学
会
理
事
／
編
集
委
員
長
）

が
、
ア
ニ
メ
映
画
の
表
現
に

つ
い
て
講
演
し
た
。
米
村
准

教
授
は
老
い
や
認
知
症
を
テ

ー
マ
に
し
た
ス
ペ
イ
ン
の
長

編『
し
わ
』（
２
０
１
１
年
）

を
取
り
上
げ
、
「
ア
ニ
メ
は

あ
り
得
な
い
も
の
を
表
現
す

る
手
段
と
し
て
最
も
優
れ
て

い
る
」
と
語
っ
た
。

ま
た
、
キ
ム
氏
は
Ｕ
Ｆ
Ｏ

に
拉
致
さ
れ
た
当
事
者
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
基
に
制
作

さ
れ
た
ア
ニ
メ
に
よ
る
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
『
拉
致
経
験

者
た
ち
』
（
１
９
９
５
年
）

を
取
り
上
げ
、
制
作
者
の
意

図
な
ど
を
解
説
。
「
作
品
に

描
か
れ
た
宇
宙
人
は
本
物
で

は
な
い
が
、
人
々
の
目
に
触

れ
ら
れ
た
こ
と
で
実
在
す
る

存
在
に
な
る
」
と
話
し
た
。

放
射
能
の
存
在
と
人
間
の

生
活
を
追
う
映
画
の
上
映
と

討
論
会
が
７
月
１２
日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た

（
社
会
科
学
研
究
所
「
グ
ル

ー
プ
研
究
」
公
開
研
究
会
）。

上
映
さ
れ
た
の
は
舩
橋
淳

監
督
の
短
編
『
放
射
能
』
。

福
島
第
１
原
発
事
故
で
避
難

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
双
葉
町

の
人
々
の
３
年
間
の
生
活
を

追
う
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

『
フ
タ
バ
か
ら
遠
く
は
な
れ

て
第
二
部
』
の
ス
ピ
ン
オ
フ

（
番
外
編
）
で
、
一
般
で
は

ほ
と
ん
ど
上
映
さ
れ
て
い
な

い
。
映
画
上
映
の
あ
と
舩
橋

監
督
と
慶
應
義
塾
大
の
渡
名

喜
庸
哲
専
任
講
師
（
フ
ラ
ン

ス
哲
学
）
と
の
討
論
が
展
開

さ
れ
た
。

映
画
の
中
の
「
先
が
全
く

見
え
な
い
」
ま
ま
仮
の
生
活

を
強
い
ら
れ
る
双
葉
町
の
人

々
の
姿
を
、
舩
橋
監
督
は「
責

任
者
の
不
在
、
日
本
社
会
の

『
縦
割
り
、
箱
わ
け
』
の
弊

害
が
出
て
い
る
。
こ
こ
に
は

問
題
を
俯
瞰
す
る
視
点
が
な

い
」
と
語
り
、
原
発
問
題
の

本
質
を
、
哲
学
者
ハ
ン
ナ
・

ア
ー
レ
ン
ト
の
言
葉
「
悪
の

凡
庸
さ
」
か
ら
引
用
し
た
。

そ
の
う
え
で
「
全
体
主
義

は
�
小
役
人
�
か
ら
思
考
能

力
を
奪
っ
て
し
ま
う
。
し
か

し
、
そ
れ
は
全
体
主
義
だ
け

の
問
題
で
は
な
い
。
人
は
自

ら
判
断
し
責
任
を
自
覚
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
高
い
善
を

志
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
い
や
す
い
」「『
ノ
ー
』

を
は
っ
き
り
表
明
し
、
同
調

を
迫
る
圧
力
を
振
り
払
う
姿

勢
が
必
要
だ
」と
語
っ
た
。

ま
た
渡
名
喜
氏
も
「
現
代

の
日
本
人
は
、
日
常
の
問
題

か
ら
退
避
し
思
考
停
止
に
陥

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

と
、
パ
チ
ン
コ
に
興
じ
「
携

帯
・
ス
マ
ホ
」
に
没
頭
す
る

姿
を
引
き
合
い
に
出
し
た
。

会
場
か
ら
は
「
映
画
の
中

に
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
や
官
僚
の
姿

が
な
い
。
責
任
の
追
及
が
な

い
」
と
の
意
見
が
出
た
。
舩

橋
監
督
は
「
映
画
で
は
あ
り

の
ま
ま
の
原
発
事
故
避
難
を

描
き
た
か
っ
た
。
そ
こ
か
ら

見
る
人
々
の
思
考
を
駆
り
立

て
ら
れ
た
ら
―
―
と
考
え
て

い
る
」
と
自
ら
の
創
作
姿
勢

を
語
っ
た
。

大
学
院
経
済
学
研
究
科
特

別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｋ
Ｓ

（
川
崎
・
専
修
）
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ

ー
」
（
川
崎
市
・
専
修
大
学

共
同
市
民
ビ
ジ
ネ
ス
人
材
育

成
事
業
、
以
下
Ｋ
Ｓ
ア
カ
デ

ミ
ー
）
の
成
果
報
告
会
が
６

月
２８
日
、
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
興

味
を
持
つ
人
ら
３４
人
が
参

加
。
嵯
峨
生
馬
氏
（
特
定
非

営
利
活
動
法
人
サ
ー
ビ
ス
グ

ラ
ン
ト
代
表
理
事
）
特
別
講

演
と
、
修
了
生
に
よ
る
事
例

発
表
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス

は
地
域
や
社
会
の
課
題
解
決

に
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
で
取
り

組
む
事
業
ス
タ
イ
ル
。
Ｋ
Ｓ

ア
カ
デ
ミ
ー
で
講
師
も
務
め

る
嵯
峨
氏
は
「
目
標
を
し
っ

か
り
決
め
て
活
動
す
る
こ
と

が
大
切
」
と
話
し
た
後
、
自

身
の
経
験
に
基
づ
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
設
立
の
要
点
を
紹
介
。

「
法
人
設
立
は
飛
躍
の
機

会
」
「
理
事
は
身
内
で
固
め

る
な
」
な
ど
の
１５
カ
条
を
伝

え
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
は
共
通

点
が
多
い
。
参
考
に
し
て
ほ

し
い
」
と
結
ん
だ
。

引
き
続
き
、
Ｋ
Ｓ
ア
カ
デ

ミ
ー
講
座
説
明
会
が
開
催
さ

れ
、
徳
田
賢
二
ア
カ
デ
ミ
ー

長
が
Ｋ
Ｓ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
説
明
。
「
こ

こ
で
学
び
、
新
し
い
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
見
つ
け
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

事
例
発
表
で
は
、
Ｋ
Ｓ
ア

カ
デ
ミ
ー
１
期
生
の
岩
田
直

樹
さ
ん
、
２
期
生
の
小
倉
美

奈
子
さ
ん
が
、
修
了
後
に
立

ち
上
げ
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ

ジ
ネ
ス
の
活
動
を
紹
介
。
こ

れ
ま
で
の
成
果
や
今
後
の
取

り
組
み
を
発
表
し
た
。

■

■

ま
た
、
７
月
２６
日
に
は
、

大
同
生
命
保
険
株
式
会
社
協

賛
の
無
料
公
開
講
座
「
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
魅
力

と
広
が
り
」
（
全
２
回
）
が

行
わ
れ
た
。

第
１
回
の
こ
の
日
は
、
高

橋
陽
子
氏
（
ダ
ン
ウ
ェ
イ
㈱

代
表
取
締
役
）
が
講
演
。
障

が
い
者
に
よ
る
Ｈ
Ｐ
制
作
を

可
能
に
し
た
ツ
ー
ル
『
Ｉ
Ｃ

Ｔ
治
具
』
で
、
「
か
わ
さ
き

起
業
家
大
賞
」
な
ど
を
獲
得

し
た
自
身
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
た
。

◆
第
２
回
講
座
の
お
知
ら
せ

▽
日
時
∥
８
月
３０
日
（
土
）

１３
時
３０
分
～
▽
場
所
∥
専
修

大
学
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
▽
講
演
者
∥
安
藤
哲
也
氏

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー
リ

ン
グ
ジ
ャ
パ
ン

フ
ァ
ウ
ン

ダ
ー
・
副
代
表
理
事
）
▽
テ

ー
マ
∥
父
親
支
援
事
業
で
、

社
会
不
安
の
解
消
や
次
世
代

育
成
に
挑
戦

※
１５
時
１０
分
か
ら
Ｋ
Ｓ
ア
カ

デ
ミ
ー
講
座
説
明
会
を
開

催
。

１４
年
度
受
講
生
募
集

Ｋ
Ｓ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
２
０

１
４
年
度
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

◇
開
講
期
間
∥
９
月
３０
日

（
火
）
～
２
０
１
５
年
２
月

１９
日
（
木
）
◇
募
集
人
員
∥

受
講
生
３０
人
、
部
分
履
修
生

５
人
◇
開
講
場
所
∥
専
修
大

学
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス

◇
申
込
期
間
∥
９
月
１
日

（
月
）
～
１０
日
（
水
）
必
着

※
詳
細
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
８
月
２６

日
（
麻
生
区
役
所
）
、
８
月

２８
日
（
中
原
区
役
所
）
、
９

月
２
日
（
川
崎
市
産
業
振
興

会
館
）
に
講
座
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
（
各
日
と
も
１９
時

～
２０
時
３０
分
）。◇

Ｋ
Ｓ
ア
カ
デ
ミ
ー
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
は
、
専
修
大

学
大
学
院
事
務
課
Ｋ
Ｓ
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
カ

デ
ミ
ー
係
（
☎
０
４
４
・
９

２
２
・
９
３
８
４
）
へ
。

高
校
教
員
研
修
に

約
２
５
０
人
参
加

７
月
２９
、
３０
の
両
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
文
学
部
の

「
２
０
１
４
年
度
高
校
教
員

対
象
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が

開
催
さ
れ
た
。
０６
年
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
る
こ
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
は
、
文
学
部
の
教
員

が
高
校
教
員
向
け
の
講
義
を

展
開
。
最
新
の
研
究
成
果
を

伝
え
る
と
と
も
に
、
大
学
教

育
の
現
場
を
体
験
し
て
も
ら

う
。
今
年
度
は
延
べ
約
２
５

０
人
が
参
加
し
、
倫
理
、
地

理
、
日
本
史
、
世
界
史
、
国

語
、
英
語
の
計
６
科
目
で
講

義
が
行
わ
れ
た
。

史
料
展
示
と
し
て
「
軍
事

郵
便
と
兵
士
」
（
新
井
勝
紘

教
授
所
蔵
資
料
の
展
示
）
、

「
図
書
展
示
」
（
文
学
部
所

属
教
員
の
自
著
書
籍
の
展

示
）
も
行
わ
れ
、
参
加
者
の

興
味
を
引
い
た
。

社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ

ー
／
心
理
科
学
研
究
セ
ン
タ

ー
主
催

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「B

i
g
D
a
t
a
i
n
P
s
y-

c
h
o
l
o
g
i
c
a
l

S
c
i
e
n
c
e

a
n
d

R
e
l
a
t
e
d

D
i
s
c

i
p
l
i
n
e
s

―
心
理
学
と
関

連
諸
領
域
に
お
け
る
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
―
」

心
理
科
学
と
密
接
に
関
係

す
る
諸
領
域
で
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
解
析
を
行
っ
て
い
る
国
内

外
の
研
究
者
に
よ
る
講
演

と
、
同
セ
ン
タ
ー
の
研
究
報

告
を
行
う
。
参
加
無
料
。

▽
日
時
∥
９
月
６
日
（
土
）

１３
時
１５
分
～
▽
場
所
∥
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
７
３
１
教
室
▽

研
究
報
告
∥
高
橋
良
幸
氏

（
同
セ
ン
タ
ー
ポ
ス
ト
・
ド

ク
タ
ー
）／
蔵
屋
鉄
平
氏（
専

修
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程
）・
澤
幸
祐
人

間
科
学
部
教
授
／
岡
田
謙
介

人
間
科
学
部
准
教
授
▽
講
演

∥M
i
c
h
a
l

K
o
s
i
n
s
k
i

氏
（
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ
ー
）
／
大

久
保
智
哉
氏
（
独
立
行
政
法

人
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
研
究

開
発
部
助
教
）
／
竹
内
文
乃

氏
（
独
立
行
政
法
人
国
立
環

境
研
究
所
環
境
健
康
研
究
セ

ン
タ
ー
研
究
員
）
▽
使
用
言

語
∥
英
語
（
通
訳
な
し
）

□問
社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
事
務
課E- m

a
i
l
:
s
o

c
i
o
@
a
c
c
.
s
e
n
s
h
u
- u
.

a
c
.
j
p

多
摩
区
子
育
て
支
援
事
業

「
た
ま
た
ま
子
育
て
ま
つ
り
」

川
崎
市
多
摩
区
で
子
育
て

を
す
る
方
を
支
援
す
る
イ
ベ

ン
ト
に
、
心
理
教
育
相
談
室

（
長
田
洋
和
室
長
∥
人
間
科

学
部
教
授
）
が
協
力
。
吉
田

弘
道
人
間
科
学
部
教
授
（
心

理
学
科
長
）
と
学
生
、
大
学

院
生
が
参
加
す
る
。

▽
日
時
∥
９
月
２１
日
（
日
）

９
時
４５
分
～
▽
場
所
∥
多
摩

区
総
合
庁
舎
第
４
会
議
室

吉
澤
芳
樹
氏
（
よ
し
ざ
わ

・
よ
し
き
）
名
誉
教
授

７
月
１８
日
、８６
歳
で
死
去
。

１
９
５
８
年
か
ら
在
職
。
１

９
９
８
年
定
年
退
職
。
主
な

担
当
は
経
済
学
史
。

南極から探る地球の未来

自然研 公開講演会「南極―地球観測のフロンティア―」自然研 公開講演会「南極―地球観測のフロンティア―」

公
開
講
座
情
報

『
放
射
能
』上
映
と
討
論
会

社
会
研

公
開
研
究
会

社
会
研

公
開
研
究
会

▶

講
義
す
る
上
村
妙
子
教
授

ＫＳアカデミー 成果報告会

▲ 自身の体験を伝えた嵯峨氏

▶

討
論
す
る
監
督
の
舩
橋
氏

（
左
）
と
渡
名
喜
氏

「
作
品
」の
背
景
を
解
説

人文研 公開講演会人文研 公開講演会
▶

ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
大
洪
水
の
様
子
を
伝
え
る
映

像
を
示
し
な
が
ら
講
演
す
る
佐
久
間
講
師

訃

報
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